
No 近畿大学逐次刊行物誌名

1 近大法学[005203-0100]

2 近畿大学 商経 学叢[005079-0100]

3 近畿大学理工学部研 究報告[005108-0100]

4 近畿大学農学部紀要[005098-0100]

5
近畿大学農学部水 産経 済研究室研究調査報告

[005099-0100]

6
ActaMedicaKinkiUniversity.

[900305-0100]

7 近畿 大学医学雑誌[005060-0100]

8 (教養部)研 究紀要[005068-0ユ00]

9 近畿 大学短大論集[005096-0100]

10 国際 交流研究[900347-0100]

11 世界経 済問題研究叢書[005091-0100]

12 世 界 経 済 リポ ー ト[005092-0100]

13 世界経 済研 究年報[032069-0100]

14 流通研究[900307-0100]

15 職業科学[00916rO100]

16 近畿大学 原子 力研 究所年報[005072-0100]

17 労働 問題研究[005110-0100]

18 環境科学研究 所研 究報告[900308-OlOO]

19 環境科学研究 所所報[900309-0100]

20 近畿 アル ミニ ウム表面処理研究会会誌

[005055-0100]

21 比較法 ・政治研 究[900379-0100]

22 教育研究紀要[005066-0100]

23
近畿大学 ライフサイエ ンス研究報告

[900306-0100]

24 同和研究資料[005097-0100]

25
近畿大学産業 法律 情報研究所紀要:情 報社 会

[900376-0100]

26 朝鮮語教育研 究[900378-0100]

27 近畿大学工学 部研 究報告[005078-0100]

28
近畿大学工学 部紀 要:人 文:社 会科学篇

[005076-0100]

29
近畿大学 九州工学 部研 究報告:理 工学篇

[005056-0100]

30 近畿大学九州工学 部教養論集[005064-0100]

31
近畿大学女子 短期 大学研究紀要

[900018℃100]

32
近畿大学豊 岡女子短期大学紀要

[036569-0100]

33
近畿大学青踏 女子短期大学紀要

[900020-0100]

34 近 代 風 土[005189-0100]

紹介12

朝鮮語教育研究

「朝鮮語教育研究」 は、表題 の示す とお り朝

鮮語教育 にかかわる実践 や理論 につ いての研

究成果 を収録す る近畿大学教育研究所発刊の

年刊研究報告書である。創刊 は1987年8月 で

あるが1988年 は2回 発刊 したこともあ って現

在、3巻 まで発刊 した。執筆 は大学の中にの

み限 らず広 く国内外の専 門家や学者 に投稿 を

依頼 し、アカデ ミックなレベルを保 ちなが ら、

実践的で具体的な朝鮮語教育の方途 を鮮明、

提示す ることを期 している。

創刊号 には、理論的分野 としては、著名な

日本史学者 芳賀登教授 による 「日本にお

ける朝鮮語教育史の一駒」があ り、実践理論

としては、本学金貞淑の 「日本の大学にお け

る朝鮮語科 目設置運用における基本的課題 と

解決方策」、そ して早稲 田大学大学 院朴勇俊

氏の 「日本人の朝鮮語学習における入門期指

導 につ いて」がある。

第2号 は 「関西地域の大学 における朝鮮語

教育の実体 に関する一考察」題下 の朝鮮語教

育実態調査結果 を特集 として設定 、発刊 した。

金貞淑 を主担者 とする共同研究の成果 を特集

号 として収録 したのであ る。
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第3号 は国内外の言語教育の重鎮の執筆で

重量感あふれ る内容 を誇 っている。国立国語

教育研究所長野元菊雄氏による「外国語教育」

芳賀登教授に よる 「日本における朝鮮語教育

史」、韓国全南大学校 李敦柱教授 による 「韓

国漢字音の幾種の特徴について」、お よび韓

国忠南大学校 金次均教授の 「中世韓国語母

音体系 とハ ングル教育」、関光準氏の 「韓国

語アクセ ントの音響的特徴につ いて」な どは、

最新の朝鮮語教育研究の成果 といえよう。 ま

た、実践面で も、金貞淑の朝鮮語指導の 「総

合的 アプローチ に関す る一考察」および朴勇

俊氏の 「日本人の朝鮮語学習における 『促進』

および 『干渉』について」は、朝鮮語教育展

開におけるきわめて具体的、実践 的な指導法

を開発の成果 といえよう。

今後 とも近畿大学教育研 究所発刊の 「朝鮮

語教育研究」 は日本における朝鮮語教育研究

開発への力強い前進 をしるしてい くことが期

待 される。

(編集委員長 教育研究所講師 金 貞淑)

中央図書館日誌抄

●4月1日'

後藤文利館長 長期療養のため休職発令

●4月3日

文芸学部新任教員説明会(図 書関係)

●4月4日

図書館長代行就任 法学部教授 大原栄一

●4月6日

新任教員(全 学部)説 明会(図 書関係)

●4月8日

入学式 ・文芸学部開学部式及びレセプション

●4月8日 ～18日

奈良学舎 儂 学部)図 書分館職員、中央館

にて研修

●4月8日

図書館報 「香散見草」11号 発刊。発送

●4月20日

奈良学舎(農 学部)落 成式 ・開学式

●4月27日

私立大学図書館協 会総大会 業者展示打合

せ会

●5月1日 ～17日

奈良学舎へ農学部図書搬送 ・排架

●5月2日

高野山大学 ・帝塚 山学院大学 より各1名 本

学図書整理機械化 システム見学

●5月12日

関西大学図書館視察(河 合教授 ・久保)

●5月22日

図書館総大会案内状発送(308校)

●5月23日

阪神地区協議会(於 大阪経済大学)

●6月1日

旧高等学校男子部校舎書庫転用 につ いて業

者と打合せ
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